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【トモシンセシス】3Dマンモグラフィ検査

トモシンセシス（3Dマンモグラフィ）とは

トモシンセシス（Tomosynthesis） とは、tomography（断層撮影）とsynthesis（合成）を合わせた
造語で、マンモグラフィ検査における新しいX線撮影技術です。
通常のマンモグラフィ検査（2D）では画像１枚につき１回撮影するところをトモシンセシスでは
撮影角度を変えて複数回撮影するため、乳房を立体的により精度の高い画像が撮影できます。

乳腺の重なりが無く、
病変が明瞭

乳腺が重なり、
病変が不明瞭

＜トモシンセシス（3D）＞ ＜ 2D ＞

トモシンセシスの特徴

● 撮影方法
従来と変わらず1回の圧迫です。1回の圧迫でトモシンセシスと2Dマンモグラフィを撮影します。

● 撮影時間
X線管球を移動させながら撮影するので、2Dマンモグラフィのみよりもやや時間がかかります。

● 被ばく線量
2Dマンモグラフィでは約1mGy、3Dマンモグラフィでは約2mGyとなります。
ガイドラインでは被ばく線量が3mGy以下となっているので2D＋3Dでも適正範囲となっています。

（文責：古川）
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骨密度検査（DEXA法）

・骨密度…骨塩量（カルシウ
ムなどのミネラル成分の量）
を骨面積で割った値です。１
㎠あたりに含まれるミネラル
の量を表します。骨の強さを
判定するための代表的な指
標になります。

・若年成人比較値…若年成
人の平均骨密度と比較して
何％にあたるかの値です。こ
の値が重要です。（若年成
人：腰椎20～44歳、大腿骨
20～29歳）

・同年齢比較値…同じ年齢
の骨密度を100%として比
較した値です。

骨密度を測定する検査はいくつかありますが、最も信頼性・精度の高い検査法として
DEXA法があります。DEXA法による骨密度検査の結果は図１のように表されます。

図１

ここの値が重要！

若年成人比較値が80％以上あれば正常で、70～80％が要注意、
70％以下で骨粗鬆症のリスクが高く、要受診の目安となります。
骨密度検査を受診することにより、内服薬や注射薬で骨密度の低
下を防ぐことや、足腰のリハビリにつなげることができます。

運動不足、過度の運動をしていた、身長が縮んだ、飲酒・喫煙の習慣
がある、骨密度が低下している可能性が高いご年配の方は検査する
ことをおすすめします。
また、骨粗鬆症は特に女性に多い病気です。閉経後に女性ホルモン
の影響により骨密度が低下しやすくなるためです。そのため、40歳
以上の女性の方は年に1回程度検査することをおすすめします。

文責：中島


